
令和５年産以降の飼料用米（一般品種）への支援について

令和５年産 令和６年産 令和７年産 令和８年産

一
般
品
種

・ 数量に応じて、
5.5～10.5万円/10a

(標準単価 8.0万円/10a)
(従来と同様)

・ 数量に応じて、
5.5～9.5万円/10a

(標準単価 7.5万円/10a)

or

・ 単価7.5万円/10a

・ 数量に応じて、
5.5～8.5万円/10a

(標準単価 7.0万円/10a)

or

・ 単価7.0万円/10a

・ 数量に応じて、
5.5～7.5万円/10a

(標準単価 6.5万円/10a)

or

・ 単価6.5万円/10a

○ 令和５年産は農業者が多収品種の種子を確保することが困難であることを踏まえ、当該年産に対する支援内容は、
多収品種・一般品種ともに、従来と同様のものとする。

○ 令和６年産以降は、一般品種については多収品種の種子の確保が可能となることから、
①従来、主食用米の需給緩和局面において、緊急的な作付転換の手段の役割を果たしてきたことを踏まえ、引き続き

支援対象にするものの、
②多収品種による作付転換を推進するため、令和６年産～８年産にかけて支援水準を段階的に引き下げることとする。

※耕畜連携の促進等の観点から、令和５年産より、出荷確認時の報告事項に、稲わらの利用状況や品代等を追加し、検証を行う。

※※多収品種については数量に応じて5.5～10.5万円／10ａ（従来どおりの単価）
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多収品種について 

 

 多収品種は、下表の品種及び特認品種を指す。 

 

需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領（平成 18 年 11 月９日付け 18 総食第

778 号）別表 

品種名 

いわいだわら、えみゆたか、オオナリ、きたげんき、北瑞穂、クサホナミ、た

ちじょうぶ、ふくのこ、ふくひびき、べこあおば、べこごのみ、北陸１９３号、

ホシアオバ、ミズホチカラ、みなちから、モグモグあおば、もちだわら、モミ

ロマン、夢あおば、笑みたわわ、亜細亜のかおり 

※特認品種 中生新千本 

 


